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者の概要：約 100名の 4年生を対象に口頭と書面で研究協力を依頼し 18名の対象者が得られた。対象
者の性別は女性 16名、男性 2名である。また、18名の対象者が急性期実習で受け持った患者人数は 1
～3名で、1名 11人、2名 6人、3名 1人であった。面接時間は 10分～63分で一人の平均面接時間は
約 37 分であった。２．急性期看護学実習で看護への気付きを促した「きっかけ」：「きっかけ」は『他
者の助言を受ける』『他者からの支持的態度』『実践知に触れる』『変化に気付く』『人間の生命力・回復
力を実感する』『患者の思いに触れる』『他者からの言語的働きかけ』『患者・家族との関係の変化』『患
者の反応・行動を理解したいという思い』『自己の客観的評価』の 10のカテゴリーに分類された。なか
でも『実践知に触れる』『人間の生命力・回復力を実感する』のカテゴリーの頻度が多かったことから、
実習では学生が臨床知に触れ様々なことを体験する機会や環境を積極的に作りだすことが看護への気
付きを促し、実践力のある看護師を育成する上で重要であることの示唆が得られた。 
【発表状況】第 35回日本看護科学学会学術集会で発表予定である。 
